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「企業等採用担当者見学会」が１１月２６日（火）に高等部校舎において開催されました。

この見学会は、企業等で採用業務を担当して

いらっしゃる方を本校にお招きして、生徒の実

習や作業学習の様子、及び教員の生徒に対する

指導を見学していただく機会を提供する目的で

実施しています。併せて、講演会の実施や情報

交換をしていただくことで、関係の方々に障害

の理解や障害に応じた作業内容、作業時におけ

る指示等について理解を深めていただくととも

に、企業等での就業体験実習の受け入れや、本

校生徒の雇用の拡大につなげる機会としたいと

いうことも考えて実施しています。

当日は本事業の共催ということで、群馬県労働政策課からもご来校いただき、また今後の学

校との連携のために、渋川公共職業安定所中之条出張所と障害者就業・生活支援センター吾妻

からもご出席をいただきました。また、「障害者就労の実例について」のテーマのもと、草津温

泉ホテルヴィッレジ支配人の矢島利夫様よりご講演をいただきました。ご参加いただいた企業

等の方々は以下の通りです。（順不同で掲載させていただいています。）

〇 特別支援学校災害義援金に支援の募金をしました。

この１０月、台風１９号により大きな災害が発生しました。被災され亡くなられた方のご冥

福を心よりお祈りするとともに、御遺族の皆様にお悔やみを申しあげます。また被災された多

くの皆様に謹んでお見舞いを申しあげます。本県にも大きな被害があり、本校においても通学



バスの運行に支障をきたしました。

この災害では、特別支援学校においても、通学する児童生徒や御家族並びに教職員、学校施

設など少なからず被害にあいました。これらの状況を受け、全国特別支援学校長会が主体とな

って、被害者支援のため義援金を募集することとなり、各都道府県に協力依頼がありました。

そこで、群馬県特別支援学校ＰＴＡ協議会では、義援金を募って被災された学校の一刻も早い

復興、児童生徒の安全な通学再開等ができるように協力することとなりました。

吾妻特別支援学校でも、ＰＴＡ会長様とご相談の上、昨年７月の西日本豪雨の際と同様に、

３，０００円をＰＴＡ会費より支出して義援金の協力をすることとしました。ＰＴＡ会員の皆

様には義援金募集の趣旨をご理解の上、ＰＴＡ会費よりの支出につきましてよろしくご理解を

くださいますようお願い申しあげます。

○ ２学期も残り３週間ほどとなりました。インフルエンザの影響も出始めています。児童生

徒の皆さんの健康状態の丁寧な観察をいただくなど、保護者の皆様には、学校の教育活動に御

協力をいただきまことにありがとうございます。児童生徒の体調等、何か気になるところがご

ざいましたらお気軽に学校までご連絡ください。


